


アース線

ツバ部

GL刻印

（取付時や角度調節時に
　ここを足で押さえてく
　ださい。）

電源コード

固定穴

台座本体

角度調節
ツマミ

プラグ

スパイク

屋外用　スポットライト　スパイクタイプ

取外し

フード

防水パッキン

セード

フード

▲刻印

防水パッキン

●高温や振動の激しい所、一般通常環境以外の所には取り付けないでください。取り付け場所の下地が砂地等柔らかい場合、または、
　岩、コンクリート等でスパイクの差し込みが浅い場合は、コンクリートでスパイクの差し込み部を強化し、固定してください。

●塩害地域および、強酸・強アルカリの地質では使用できません。

２

ランプをソケットに取り付けてください。

４

３

フードを取り付けてください。

フードを取り外してください。

フードを時計回りにセードにねじ込み、セードの▲印刻印と
フード合わせ位置シールの▲印を合わせてください。

フードを反時計回りに回して、セードからはずしてください。

アース線を使用して必ずＤ種（第三種）接地工事を行ってください。
接地が不完全な場合、火災の原因となります。

製品名

５ Ｄ種（第三種）接地工事を行ってください。

６ 電源コードのプラグを屋外用コンセントに
確実に差し込んでください。

７ 電源を入れ、点灯を確認してください。

■取付場所について

■各部の名称

照射面近接限度 １０cm

防雨型

灯具可動

注意 浸水の恐れあり
フードを取り付ける際は、確実に防水パッキンを取り付け、
セードにねじ込んでください。

屋外用コンセント

電源コードのプラグ

スパイクを地中に埋め込んでください。１

■器具の取り付けかた

ツバ部

両手で本体を持ちながら、片足をツバ部にのせて踏み込み、ツバ部と
G.Lとの隙間を約10㎜開けて埋め込んでください。

※ツバ部の固定穴を利用して台座本体を地面に固定してください。

電源コードは、なるべく通路を避けて配線してください。

埋め込み過ぎた場合、器具の機能を損ない故障の原因になります。

G.L

この取扱説明書の図は、一部抽象・省略化した共通図です。
お求めの器具とイラストは違っている場合があります。

約10㎜

約190㎜

注意

注意

しっかりと埋め込まれたかを確認してください。
埋め込みが不十分な場合、器具の転倒による破損、焼損の原因となります。

電源コードをコンクリートや土で埋めないでください。
コードが損傷し、火災、感電の原因となることがあります。
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ソケット(E17)

灯具

防水パッキン

ランプ

前面ガラス

フード

取付け

▲合わせ位置シール

ランプ
取付け

ソケット

調光機能付き壁スイッチの場合は、

電気工事店に依頼して入切スイッ

チに交換してください。

◉調光器は使用できません
（100％点灯でも使用不可）

適合ランプ（口金E17）

ＡＣ１００Ｖ LED電球ミニクリプトンレフ球形　LDR５まで×1灯

使用電圧

図は代表的なランプ形状です。
お手元のランプとは形状が
異なる場合があります。

ＯＧ ２５４ ５７２ＬＤ ・ ＯＧ ２５４ ５７３ＬＤ ・ ＯＧ ２５４ ５７４ＬＤ

セード

ソケット

■灯具の可動範囲

高温

やけどに注意

注意 灯具を可動させる場合は必ず電源を切り、しばらく時間をおいてからおこなってく
ださい。

点灯中または消灯直後はランプ
および器具が高温になっており
ますので、さわらないでくださ
い。
やけどの原因となります。

注意 浸水の恐れあり

角度調節ツマミ

約350°

約140°

首振角度は角度調節ツマミを
ゆるめてから調節します。
調節後は角度調節ツマミを締め
て固定してください。

ツマミ
角度調節

ゆるめる
しめる

(回転角度)

(首振角度)

角度調節後は確実に角度調節ツマミを締め付けてください。

◆LED電球専用　◆白熱電球は使用できません。　

○

○

LEDには光のバラツキがあるため、同一品番でも商品ごとに
発光色、明るさが異なる場合があります。

○

LEDを長時間直視しないでください。目に悪影響を及ぼすお
それがあります。

○

器具の近くで赤外線リモコン方式のテレビ等の機器を使用す
るのはお避けください。リモコン操作しても作動しない場合が
あります。

*

山間部、鉄筋建物等の電波の弱い地域でご使用する場合、音響、
映像機器に影響を与えることがあります。特に器具の近くでの
ラジオの使用はお避けください。雑音が入る場合があります。

■

調光機器：調光器、調光型センサ、調光リモコンなど

ＬＥＤ電球について

◉非調光型ＬＥＤ電球
調光および調色はできません。

回路に調光機器*がついている場合は必ず取りはずして
ください。(100%でも不可)。

地面

台座本体電源コード

ツバ部

固定穴

G.L

●ランプを必要以上に強くねじ込まないでください。
　破損のおそれがあります。
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